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インターバンクの声 （2017 年 6 月 28 日） 
 

東京の昼前には久々に 112 円 07 銭まで円安・ドル高が進んでいた円相場だったが、

一旦利益を確定させたい人たちのドル売りが強く、ロンドン市場の早朝には再び111

円台中盤近くまで下落した。 

さらにドラギ ECB 総裁が講演で、「ユーロ圏の景気回復が広がっている」と発言した

ことが伝わると、ECB が量的緩和からの出口戦略に早晩着手するのではとの観測か

らユーロ買いが強まり、そのあおりを受けて円買いがさらに進んだ。 

この動きを見れば、やはり円相場の 112 円台に留まる時間は今回も短いかと思った

が、米金利の上昇と堅調な米経済指標に支えられたドルの買戻しが予想以上に続

き、111 円 40 銭台から１円もドル買いが進むとは思いもしなかった。 

この後、米国の第一四半期・GDP 確報値や個人消費も堅調となれば、ドルの続騰も

考えられるが、昨夜の米株式市場がオバマケア代替法案の採決先送りに反応して

下落したように、トランプ大統領の政策遂行の懸念の広がりを考慮すると手放しのド

ル買い続行も難しそうだ。 
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